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本書は、国土交通省や群馬県が公表している
“避難確保計画作成の手引き”の内容を踏まえて構成しております。

「避難確保計画」を作成のうえ、避難訓練に臨んでください。
未作成の施設は下記を参考に、まずは計画の作成をお願いいたします。

群馬県 避難確保計画 検索

（URL） https://www.pref.gunma.jp/06/h46g_00001.html

※URLは告知なく変更になる可能性があります

平成29年6月に土砂災害防止法が改正され、要配慮者利用施設に対して、
「避難確保計画の作成」および「避難訓練の実施」が義務付けられました。

※市町村地域防災計画に記載の要配慮者利用施設が対象

要配慮者利用施設の管理者様、計画作成ご担当者様におかれましては、
｢避難確保計画」の作成を進めていただいていることと思いますが、
計画作成後には､“毎年１回”の「避難訓練」の実施も義務となっています。

しかし、避難訓練と言っても、特に「土砂災害」の避難訓練については、
なかなかイメージがわかず、「どんなことに取り組めばよいのかわからない」
という施設も多いのではないかと推察いたします。

そこで本書では、避難確保計画の記載要件に合わせた
土砂災害に特化した訓練メニューを整理いたしました。
是非、本書をご活用のうえ、各施設の実情に合わせた
｢避難訓練」を実施していただきますようお願いいたします。
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1. はじめに



ステップ 1

本書該当ﾍﾟｰｼﾞ ： 4 ～ 5 ﾍﾟｰｼﾞ

体制、
情報収集
・伝達

避難
誘導

訓練の考え方の確認

ステップ 2

本書該当ﾍﾟｰｼﾞ ： 6 ～ 11 ﾍﾟｰｼﾞ

訓練メニューの確認

◼ 避難確保計画の記載事項を確認し、

“避難確保計画に基づいて実施される避難訓練”
であることのイメージをもちましょう

◼ 土砂災害の避難訓練についての考え方を確認しましょう

◼ 土砂災害の避難訓練について、
フェーズ（段階）に応じた2つの訓練メニューを確認し、
それぞれの訓練パターン（手法）を確認しましょう

◼ 施設にとって必要と思われる
訓練メニューを検討しましょう

3ページ の ステップ 3へ

////////////

/////////////
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2. 本書の使用方法



ステップ 3

本書該当ﾍﾟｰｼﾞ ： 12 ～ 19 ﾍﾟｰｼﾞ ／ 訓練様式 ： 1

訓練計画の検討・準備

ステップ 4 訓練の実施・結果確認

◼ 本書の様式等も参考に、
訓練の検討・準備をしましょう

◼ 様式等は、｢訓練様式・情報付与カード｣にまとめています
必要なものを選択し、ご活用ください

※ 直接書き込んでいただくか、Webでダウンロードできるように
様式のデータ（PDF、Microsoft Word）をまとめましたので、
施設が作成しやすい方法を選択してください

◼ ステップ3で検討した

訓練計画に基づき、避難訓練を実施しましょう

◼ 訓練後には、計画の見直しのために
本書チェックリストを参考に、検証をおこないましょう

（継続的に実施） 教育・訓練等による計画の見直し・更新

/////////

/////////

3

本書該当ﾍﾟｰｼﾞ ： 12 ～ 19 ﾍﾟｰｼﾞ ／ 訓練様式 ： 2

ステップ 5 訓練の報告

◼ 訓練の実施結果を市町村に報告しましょう
※本書様式や市町村指定の様式を使用

///////////////////////

本書該当ﾍﾟｰｼﾞ ： 20 ～ 21 ﾍﾟｰｼﾞ ／ 訓練様式 ： 3

https://1.bp.blogspot.com/-kNXJfYtwOOs/WMo8_SEZsTI/AAAAAAABCpM/n_hZ4xROfq0JCvojXnp6pbGHbI3j9mCnQCLcB/s800/saigai_hinan2.png
https://1.bp.blogspot.com/-TKjTYaM3rk8/WLEuop1AmWI/AAAAAAABCFw/syyafF_VhcwrIjov-ieSP59D9rBsS6MUwCLcB/s800/computer05_businessman.png
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3. 土砂災害に関する避難訓練の考え方

｢避難確保計画」では、下記(ア)～(オ)について記載することとされており、
｢避難訓練」は、これに基づき行われることが求められております。
※記載漏れがある場合には、避難確保計画の見直しをお願いします。

下記の計画のうち、｢避難訓練｣については、
特に （ア）防災体制、情報の収集・伝達、（イ）避難誘導 の確認を
おこなうことで、実効性のある「避難確保計画」への見直しにも繋がります。
（エ）教育・訓練のとおり、定期的に「避難訓練」を実施しましょう。

｢避難確保計画作成の手引き 別冊」2ページより抜粋

（ア） 防災体制、情報の収集・伝達

（イ） 避難誘導

（ウ） 施設整備

（エ） 教育・訓練

（オ） そのほか利用者の円滑かつ迅速な避難の確保を図るために必要な措置

⚫ “避難や待避” や “休所・休校” の判断基準

⚫ “役割分担” （①誰が、②何をするのか）

⚫ “情報の収集・伝達方法”
（①誰が、②どうやって、③何を収集伝達するのか）

⚫ “避難場所や避難経路” （施設の避難タイプに応じて施設内外）

⚫ “避難（待避）の移動手段” や “そのための人員”

⚫ “備蓄品や災害時必要品”

⚫ “教育・訓練の実施スケジュール” や “その内容”
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（１）“地震・火災”の避難訓練との違い

「土砂災害」の避難訓練と訓練時の留意点

（２）最も重要なのは、「情報収集・伝達」や「防災体制」の確認

（３）要配慮者利用施設の「避難誘導」の訓練に関する留意点

これまで施設で実施してきた“地震・火災”の避難訓練は、災害発生後の
「避難誘導」がメインですが、“土砂災害”の避難訓練は災害発生前の行動
（情報収集・伝達や防災体制の確保等）が非常に重要となります。

｢情報収集・伝達」の訓練はこれまでほとんど経験がないものと推察します。
避難確保計画で定めた収集・伝達方法を確認し、避難に備えた体制への移行や
避難（待避）の判断をおこなう訓練を、本書に基づいて実施してみましょう。

要配慮者のなかには寝たきりや、足腰が弱い方も多くいると思います。
避難訓練で怪我等をされてはいけませんので、本書の手法も参考にしながら、
可能な範囲で要配慮者にも配慮した訓練を実施しましょう。

土砂災害の避難訓練は､｢避難誘導｣だけでなく､｢情報収集・伝達｣や｢避難に備えた
体制の確認｣も重要です。要配慮者にも十分配慮した訓練を計画･実践しましょう。



避難
判断
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①情報収集・伝達、
防災体制確認

A：シナリオ固定型

B ：情報付与型

（１）訓練フェーズ（段階）

本書で提示する避難訓練のメニューは、｢避難判断」の前後の動きに着目して、
フェーズ（段階）を分けています。まずは、避難判断に至るまでの『①情報収集・
伝達、防災体制確認』。そして、避難判断後の『②避難誘導』の２フェーズです。

（２）訓練パターン（手法）

上記の２フェーズ（段階）ごとに、避難訓練の手法を２パターン用意しました。
施設の状況に応じて、まずは無理のない範囲で訓練を実施することを始めてみてく
ださい。訓練のマンネリ化の解消や発展的な訓練となるよう、異なるパターンの訓
練にもチャレンジしてみましょう。

①情報収集・伝達、防災体制確認

※詳細は8ページ

※詳細は9ページ

4. 実践メニュー （フェーズ（段階）に応じた訓練の提案）



避難
判断
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②避難誘導

C：実践型

D ：災害図上訓練(DIG)型

②避難誘導

※詳細は10ページ

※詳細は11ページ

各フェーズの手法を組み合わせて、訓練を実践してください。

（ A → C 、 A → D 、 B → C 、 B → D ）

https://1.bp.blogspot.com/-_Mo8nPV2Bos/WydaErc262I/AAAAAAABMxw/P-oxub4mbPkOr-hC5EZgY81BcxmaF1OTwCLcBGAs/s800/saigai_maq_hinanjo.png
https://2.bp.blogspot.com/-Uz_dutX3HGY/VRUQGndkb_I/AAAAAAAAsg4/CzND_bm3_Cc/s800/kaigo_barrier_free.png
https://4.bp.blogspot.com/-wciaQsIAEuI/VwIjT_QhNEI/AAAAAAAA5iM/4xsX5p06GGIGy6SMSrciNR9qt-0Z8MPYQ/s800/yubisashikosyou_nurse.png
https://1.bp.blogspot.com/-kNXJfYtwOOs/WMo8_SEZsTI/AAAAAAABCpM/n_hZ4xROfq0JCvojXnp6pbGHbI3j9mCnQCLcB/s800/saigai_hinan2.png
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－ ①情報収集・伝達、防災体制確認訓練 〈A：シナリオ固定型〉 －

（１）訓練フェーズ

①情報収集・伝達、防災体制確認 ②避難誘導

（２）訓練パターン

（概要）避難確保計画に定めてある情報（気象情報や避難情報）を収集し、
関係者と伝達・共有をしながら、防災体制を整えていく訓練
（雨が降り始めてから、避難(待避)基準が確認されるまでの訓練）

（概要）気象情報や避難情報の発表・発令タイミングをあらかじめ時系列
で時間ごとに整理しておき、そのタイミングに合わせて情報が発
表・発令されたと仮定して、情報伝達や防災体制の確認をおこな
う手法（情報については、実際にPC画面等も確認）

A：シナリオ固定型 B：情報付与型

（利点）あらかじめ決められたシナリオに基づくため、大きな混乱もなく、
避難確保計画に定められた事項の確認が可能となる

この訓練を実施する場合、12～13ページを参考に準備を進めてください

訓練計画書

○○時○○分 大雨注意報 発表

○○時○○分 大雨警報(土砂災害) 発表

○○時○○分 高齢者等避難 発令
(警戒レベル3)

情報
確認

情報
共有

体制
確認 判断

指示
・

4. 実践メニュー （フェーズ（段階）に応じた訓練の提案） A

https://2.bp.blogspot.com/-bgp_dtWgc_Q/VhHgYO6S8wI/AAAAAAAAy7k/aaIZ6faHPEY/s800/computer_manual_man.png
https://1.bp.blogspot.com/-Q9w-cO67zvM/Vq882LymbHI/AAAAAAAA3f8/zh2oX72HwqA/s800/setsumeisyo.png
https://3.bp.blogspot.com/-ozyPqjTt1AQ/WtRzgeFs3pI/AAAAAAABLm8/eqOTXiblAoo9UiStpMTrnGxz9-2guk3JwCLcBGAs/s800/sick_kyukyusya_yobu_woman.png
https://2.bp.blogspot.com/-Ar_k0NScCLg/W6DTXoWw4KI/AAAAAAABO7o/TCvdoO9792EzF0ELRJiOIgPZIml8xeawQCLcBGAs/s800/kaisya_phone_isogashii_man.png
https://1.bp.blogspot.com/-kNXJfYtwOOs/WMo8_SEZsTI/AAAAAAABCpM/n_hZ4xROfq0JCvojXnp6pbGHbI3j9mCnQCLcB/s800/saigai_hinan2.png
https://4.bp.blogspot.com/-ecw6-v-GLOk/VlAZR_II0NI/AAAAAAAA05E/QBf2xdsUxt0/s800/pose_meirei.png
https://1.bp.blogspot.com/-kNXJfYtwOOs/WMo8_SEZsTI/AAAAAAABCpM/n_hZ4xROfq0JCvojXnp6pbGHbI3j9mCnQCLcB/s800/saigai_hinan2.png
https://1.bp.blogspot.com/-TKjTYaM3rk8/WLEuop1AmWI/AAAAAAABCFw/syyafF_VhcwrIjov-ieSP59D9rBsS6MUwCLcB/s800/computer05_businessman.png
https://3.bp.blogspot.com/-lGkTFewe47A/V9aG_6cKAGI/AAAAAAAA9mE/Hvd_WCq09lgWIjwbZEhZQjWXwaVuWNwKACLcB/s800/kaigo_kurumaisu.png
https://1.bp.blogspot.com/-_Mo8nPV2Bos/WydaErc262I/AAAAAAABMxw/P-oxub4mbPkOr-hC5EZgY81BcxmaF1OTwCLcBGAs/s800/saigai_maq_hinanjo.png
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－ ①情報収集・伝達、防災体制確認訓練 〈B：情報付与型〉 －

①情報収集・伝達、防災体制確認 ②避難誘導

（概要）避難確保計画に定めてある情報（気象情報や避難情報）を収集し、
関係者と伝達・共有をしながら、防災体制を整えていく訓練
（雨が降り始めてから、避難(待避)基準が確認されるまでの訓練）

（概要）気象情報や避難情報の発表・発令タイミングを情報付与カードで
整理（本書の様式編を参考）しておき、情報付与担当者がカード
に基づき情報を付与しながら、情報伝達や防災体制の確認をおこ
なう手法（情報については、実際にPC画面等も確認）

A：シナリオ固定型 B：情報付与型

（利点）毎回、訓練内容が異なる（引くカードが異なる）ため、実際の状
況に近い形での訓練が可能となる

この訓練を実施する場合、14～15ページを参考に準備を進めてください

（１）訓練フェーズ

情報付与
カード

情報
確認

情報
共有

タイミング1

□ 近隣市町村で大雨注意報が発表
□ そのほか（ ）

※ 5分後くらいに、第一次体制の参集基準が発表・確認

テレビでは、
今後、関東地方を中心に
｢大雨が降る可能性がある」
ことを報道しています

体制
確認 判断

指示
・

タイミング1

タイミング1

タイミング1

タイミング1

（２）訓練パターン

4. 実践メニュー （フェーズ（段階）に応じた訓練の提案） B

https://2.bp.blogspot.com/-bgp_dtWgc_Q/VhHgYO6S8wI/AAAAAAAAy7k/aaIZ6faHPEY/s800/computer_manual_man.png
https://1.bp.blogspot.com/-Q9w-cO67zvM/Vq882LymbHI/AAAAAAAA3f8/zh2oX72HwqA/s800/setsumeisyo.png
https://3.bp.blogspot.com/-ozyPqjTt1AQ/WtRzgeFs3pI/AAAAAAABLm8/eqOTXiblAoo9UiStpMTrnGxz9-2guk3JwCLcBGAs/s800/sick_kyukyusya_yobu_woman.png
https://2.bp.blogspot.com/-Ar_k0NScCLg/W6DTXoWw4KI/AAAAAAABO7o/TCvdoO9792EzF0ELRJiOIgPZIml8xeawQCLcBGAs/s800/kaisya_phone_isogashii_man.png
https://1.bp.blogspot.com/-kNXJfYtwOOs/WMo8_SEZsTI/AAAAAAABCpM/n_hZ4xROfq0JCvojXnp6pbGHbI3j9mCnQCLcB/s800/saigai_hinan2.png
https://4.bp.blogspot.com/-ecw6-v-GLOk/VlAZR_II0NI/AAAAAAAA05E/QBf2xdsUxt0/s800/pose_meirei.png
https://1.bp.blogspot.com/-kNXJfYtwOOs/WMo8_SEZsTI/AAAAAAABCpM/n_hZ4xROfq0JCvojXnp6pbGHbI3j9mCnQCLcB/s800/saigai_hinan2.png
https://1.bp.blogspot.com/-TKjTYaM3rk8/WLEuop1AmWI/AAAAAAABCFw/syyafF_VhcwrIjov-ieSP59D9rBsS6MUwCLcB/s800/computer05_businessman.png
https://3.bp.blogspot.com/-lGkTFewe47A/V9aG_6cKAGI/AAAAAAAA9mE/Hvd_WCq09lgWIjwbZEhZQjWXwaVuWNwKACLcB/s800/kaigo_kurumaisu.png
https://1.bp.blogspot.com/-_Mo8nPV2Bos/WydaErc262I/AAAAAAABMxw/P-oxub4mbPkOr-hC5EZgY81BcxmaF1OTwCLcBGAs/s800/saigai_maq_hinanjo.png
https://1.bp.blogspot.com/-HMFExFItLgM/VZ-QazWvIKI/AAAAAAAAvLY/ABYQKsh7gxg/s800/man_question.png
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－ ②避難誘導訓練 〈C：実践型〉 －

①情報収集・伝達、防災体制確認 ②避難誘導

（概要）避難(待避)基準に基づいた判断を受け、避難確保計画に定められ
た避難(待避)場所への要配慮者の避難誘導をおこなう訓練
（避難(待避)基準が確認されてから、避難が完了するまでの訓練）

（概要）避難(待避)の判断を受け、実際に要配慮者と避難(待避)先まで避
難をおこなう手法。すべての要配慮者の避難誘導をおこなうこと
が理想であるが、一、二例程度を確認し、所要時間を換算する方
法もあるため、状況に応じて検討（職員による模擬訓練も可）

C：実践型 D：災害図上訓練(DIG)型

（利点）実際に要配慮者と避難をおこなうため、現実に近い所要時間が確
認できることや、避難誘導のスキルアップが可能となる

この訓練を実施する場合、16～17ページを参考に準備を進めてください

（１）訓練フェーズ

実践
訓練

模擬
訓練

利用
者役

利用
者役

利用
者役

（２）訓練パターン

4. 実践メニュー （フェーズ（段階）に応じた訓練の提案） C

https://2.bp.blogspot.com/-Uz_dutX3HGY/VRUQGndkb_I/AAAAAAAAsg4/CzND_bm3_Cc/s800/kaigo_barrier_free.png
https://1.bp.blogspot.com/-plxJQjlWTRU/Wb8gYL9ke4I/AAAAAAABGxQ/P6ZseV_tzDc72AaQHVsjG9PjJJnEoxF3QCLcBGAs/s800/kaigo_kurumaisu_woman.png
https://2.bp.blogspot.com/-Uz_dutX3HGY/VRUQGndkb_I/AAAAAAAAsg4/CzND_bm3_Cc/s800/kaigo_barrier_free.png
https://2.bp.blogspot.com/-XYOnr2SC55Y/WGYi4EznFMI/AAAAAAABAuw/mr5K-bXiEGomOGUbePMk5diDVlzWQYYWwCLcB/s800/car_onebox.png
https://4.bp.blogspot.com/-FDvEjS8kIMM/W5H_5Q4HcUI/AAAAAAABOwg/YwtKmQiiSWoqqMmQ6H5LzVXNvQa-G4d-QCLcBGAs/s800/kaigo_hamigaki_kaijo.png
https://2.bp.blogspot.com/-830V4eoso8w/V9aHAReVnWI/AAAAAAAA9mU/AxvtoykxicE6S-9bfcUXS9Tx15cbI_3VACLcB/s800/kaigo_ofuro.png
https://2.bp.blogspot.com/-XYOnr2SC55Y/WGYi4EznFMI/AAAAAAABAuw/mr5K-bXiEGomOGUbePMk5diDVlzWQYYWwCLcB/s800/car_onebox.png
https://2.bp.blogspot.com/-CcPxqR5ZwmU/U0pTZFbJGMI/AAAAAAAAfKA/fizLuwMlaH4/s800/tatemono_kaigo_shisetsu.png
https://4.bp.blogspot.com/-ibTOqhQ69nE/WT4lRfSx29I/AAAAAAABEyM/T5Ngown8csgiSOBSQX7OKtPyyuq91jABACLcB/s800/jiko_tobidashi_shika.png
https://3.bp.blogspot.com/-lGkTFewe47A/V9aG_6cKAGI/AAAAAAAA9mE/Hvd_WCq09lgWIjwbZEhZQjWXwaVuWNwKACLcB/s800/kaigo_kurumaisu.png
https://2.bp.blogspot.com/-CcPxqR5ZwmU/U0pTZFbJGMI/AAAAAAAAfKA/fizLuwMlaH4/s800/tatemono_kaigo_shisetsu.png
https://4.bp.blogspot.com/-ibTOqhQ69nE/WT4lRfSx29I/AAAAAAABEyM/T5Ngown8csgiSOBSQX7OKtPyyuq91jABACLcB/s800/jiko_tobidashi_shika.png
https://4.bp.blogspot.com/-FDvEjS8kIMM/W5H_5Q4HcUI/AAAAAAABOwg/YwtKmQiiSWoqqMmQ6H5LzVXNvQa-G4d-QCLcBGAs/s800/kaigo_hamigaki_kaijo.png
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－ ②避難誘導訓練 〈D：災害図上訓練（DIG）型〉 －

①情報収集・伝達、防災体制確認 ②避難誘導

（概要）避難(待避)基準に基づいた判断を受け、避難確保計画に定められ
た避難(待避)場所への要配慮者の避難誘導をおこなう訓練
（避難(待避)基準が確認されてから、避難が完了するまでの訓練）

（概要）避難(待避)の判断を受け、施設周辺や施設内の地図を使用して、
避難誘導を確認する手法。模擬的に、職員等を要配慮者に見立て、
避難誘導の方法を確認することもあわせて行うと、実際の状況に
近い訓練が可能となる

C：実践型 D：災害図上訓練(DIG)型

（利点）移動が困難な要配慮者が多くいる場合などに、移動に伴う危険を
回避した避難誘導訓練が可能となる

この訓練を実施する場合、18～19ページを参考に準備を進めてください

4. 実践メニュー （フェーズ（段階）に応じた訓練の提案） D

（１）訓練フェーズ

図上
訓練

模擬
訓練

利用
者役

利用
者役

利用
者役

（２）訓練パターン

https://4.bp.blogspot.com/-toaP1vMGZAM/UNbkIddJNqI/AAAAAAAAJTk/MeuaawYOaLw/s1600/mark_question.png
https://4.bp.blogspot.com/-toaP1vMGZAM/UNbkIddJNqI/AAAAAAAAJTk/MeuaawYOaLw/s1600/mark_question.png
https://2.bp.blogspot.com/-Uz_dutX3HGY/VRUQGndkb_I/AAAAAAAAsg4/CzND_bm3_Cc/s800/kaigo_barrier_free.png
https://1.bp.blogspot.com/-plxJQjlWTRU/Wb8gYL9ke4I/AAAAAAABGxQ/P6ZseV_tzDc72AaQHVsjG9PjJJnEoxF3QCLcBGAs/s800/kaigo_kurumaisu_woman.png
https://2.bp.blogspot.com/-XYOnr2SC55Y/WGYi4EznFMI/AAAAAAABAuw/mr5K-bXiEGomOGUbePMk5diDVlzWQYYWwCLcB/s800/car_onebox.png
https://4.bp.blogspot.com/-FDvEjS8kIMM/W5H_5Q4HcUI/AAAAAAABOwg/YwtKmQiiSWoqqMmQ6H5LzVXNvQa-G4d-QCLcBGAs/s800/kaigo_hamigaki_kaijo.png
https://2.bp.blogspot.com/-830V4eoso8w/V9aHAReVnWI/AAAAAAAA9mU/AxvtoykxicE6S-9bfcUXS9Tx15cbI_3VACLcB/s800/kaigo_ofuro.png
https://2.bp.blogspot.com/-XYOnr2SC55Y/WGYi4EznFMI/AAAAAAABAuw/mr5K-bXiEGomOGUbePMk5diDVlzWQYYWwCLcB/s800/car_onebox.png
https://2.bp.blogspot.com/-CcPxqR5ZwmU/U0pTZFbJGMI/AAAAAAAAfKA/fizLuwMlaH4/s800/tatemono_kaigo_shisetsu.png
https://4.bp.blogspot.com/-ibTOqhQ69nE/WT4lRfSx29I/AAAAAAABEyM/T5Ngown8csgiSOBSQX7OKtPyyuq91jABACLcB/s800/jiko_tobidashi_shika.png


※国土交通省等の手引き等を参考に
避難確保計画を作成している施設は
下記を参考に検討してみてください

➢ 第一次体制に類似
「注意体制確立」や「参集準備」等

➢ 第二次体制に類似
「警戒体制確立」や「応急当番職員参集」等

➢ 第三次体制に類似
「非常体制確立」や「全職員参集」等

12

5. 計画・準備・実施・検証 A

－ ①情報収集・伝達、防災体制確認訓練 〈A：シナリオ固定型〉 －

（１）訓練計画の立案

（２）訓練の準備

訓練様式 1-A⚫ 訓練実施日時、訓練場所、参加者を
検討し、該当箇所を記入します

⚫ 群馬県手引き別冊の｢様式2-1｣及び
｢様式2-2｣に基づき、各体制の参集
基準や出動体制、避難(待避)基準を
記入します

⚫ 様式のチェックリストを参考に、
訓練当日に必要な備品等を確認し、
念のため前日などに、不備がないか
確認しておきましょう

⚫ 訓練シナリオの間隔は、おおむね
15分～30分で設定してください

▼群馬県手引き別冊｢様式2-1｣
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（３）訓練の実施

⚫ 左ページで検討した訓練計画書に基づいて、訓練を実施します
下記の流れをイメージして取り組んでみてください

情報の発表･発令･確認

情報共有

各体制への移行等判断

担当者の参集

担当事項等を確認

… 情報収集･連絡班等は､PC等を使用し､
模擬的に情報収集方法を確認

… 情報収集･連絡班等は､情報共有方法を
確認し､情報伝達手段や内容を確認

… 総括責任者等は､各体制への移行
などの対応を判断し指示

… 体制表に基づき､
各体制時の担当者が参集

… 各担当の対応事項を確認

（４）訓練結果の確認
訓練様式 2-A

⚫ 訓練が終わりましたら、
様式のチェックリストに基づき、
訓練結果の確認をします

⚫ ｢課題あり｣と判断される項目は､
計画の見直しや訓練での再確認が
求められます
施設で今後の方針を確認･検討し、
記入しておきましょう

※計画した時間で情報が切り替わる

・各検証事項について、
｢問題なし｣または｢課題あり｣を
判断し記入しましょう

・訓練時に感じたことを、
｢(所感)欄｣に記入しましょう

訓練結果が確認できましたら、
訓練報告書を作成しましょう（ 20ページ）

ステップ 5



（１）訓練計画の立案

（２）訓練の準備

訓練様式 1-B⚫ 訓練実施日時、訓練場所、参加者を
検討し、該当箇所を記入します

⚫ 訓練シナリオの間隔は、おおむね
15分～30分で設定してください

付与する情報が参集基準に満たない
ものばかりでは訓練が進まないため、
避難確保計画の防災体制も考慮した
付与カードをあらかじめ準備して
訓練に臨みます

情報付与カードの
記入欄に｢様式2-1｣及び｢様式2-2｣に
基づいて、参集基準を記入しましょう

⚫ 様式のチェックリストを参考に、
訓練当日に必要な備品等を確認し、
念のため前日などに、不備がないか
確認しておきましょう

⚫ 群馬県手引き別冊の
｢様式2-1｣及び｢様式2-2｣に基づき､
“情報付与カード”の
記入欄を埋めておきます

14

タイミング1

□ 近隣市町村で大雨注意報が発表
□ そのほか（ ）

※ 5分後くらいに、第一次体制の参集基準が発表・確認

テレビでは、
今後、関東地方を中心に
｢大雨が降る可能性がある」
ことを報道しています

－ ①情報収集・伝達、防災体制確認訓練 〈B：情報付与型〉 －

5. 計画・準備・実施・検証B

▼情報付与カード（例）
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（３）訓練の実施

⚫ 左ページで検討した訓練計画書に基づいて、訓練を実施します
下記の流れをイメージして取り組んでみてください
（※情報付与カードによる情報付与以外は、13ページと同様の流れ）

タイミング１の情報付与カード
のうち１枚を選択

上半分の情報を共有

判断（体制移行､様子見等）

5分後くらいに
下半分の枠内の情報を共有

判断（体制移行）

訓練様式 2-B

タイミング1 タイミング1

タイミング1 タイミング1

タイミング1

□ 近隣市町村で大雨注意報が発表
□ そのほか（ ）

※ 5分後くらいに、第一次体制の参集基準が発表・確認

テレビでは、
今後、関東地方を中心に
｢大雨が降る可能性がある」
ことを報道しています

タ
イ
ミ
ン
グ
２
、
３
、
４

（４）訓練結果の確認

⚫ 訓練が終わりましたら、
様式のチェックリストに基づき、
訓練結果の確認をします

⚫ ｢課題あり｣と判断される項目は､
計画の見直しや訓練での再確認が
求められます
施設で今後の方針を確認･検討し、
記入しておきましょう

・各検証事項について、
｢問題なし｣または｢課題あり｣を
判断し記入しましょう

・訓練時に感じたことを、
｢(所感)欄｣に記入しましょう

訓練結果が確認できましたら、
訓練報告書を作成しましょう（ 20ページ）

ステップ 5

https://1.bp.blogspot.com/-HMFExFItLgM/VZ-QazWvIKI/AAAAAAAAvLY/ABYQKsh7gxg/s800/man_question.png


（１）訓練計画の立案

（２）訓練の準備

訓練様式 1-C⚫ 訓練実施日時、訓練場所、参加者を
検討し、該当箇所を記入します

⚫ 避難判断前の準備や避難判断につい
ては、訓練フェーズ①「情報収集・
伝達、防災体制確認訓練」で実施さ
れる内容ですので、概ねの時間を記
載しておきます

⚫ 施設外避難の場合には、忘れずに
避難先施設に連絡しておきましょう

⚫ 様式のチェックリストを参考に、
訓練当日に必要な備品等を確認し、
念のため前日などに、不備がないか
確認しておきましょう

16

－ ②避難誘導訓練 〈C：実践型〉 －

5. 計画・準備・実施・検証C

⚫ 施設外避難（水平避難）か、施設内
待避（垂直避難）かを検討しておき、
避難場所及び避難経路を整理してお
きます

▼群馬県手引き別冊｢様式4-1｣、｢様式4-2｣
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（３）訓練の実施

⚫ 左ページで検討した訓練計画書に基づいて、訓練を実施します
下記の流れをイメージして取り組んでみてください

避難先・経路の確認

誘導の順番を確認

誘導担当者等の確認

移動訓練

… 施設の避難方針として、
避難先や経路を確認

… どの利用者から避難誘導をするのか、
利用者の状況に応じて検討

… 誘導担当職員や
車両･車椅子の使用を確認

… 実際に避難先までの移動手法等を確認
※要配慮者の状況に十分配慮

訓練様式 2-C

仮想利用者(職員)の模擬訓練 ※職員を中心とした訓練も可

または...

（４）訓練結果の確認

⚫ 訓練が終わりましたら、
様式のチェックリストに基づき、
訓練結果の確認をします

⚫ ｢課題あり｣と判断される項目は､
計画の見直しや訓練での再確認が
求められます
施設で今後の方針を確認･検討し、
記入しておきましょう

・各検証事項について、
｢問題なし｣または｢課題あり｣を
判断し記入しましょう

・訓練時に感じたことを、
｢(所感)欄｣に記入しましょう

訓練結果が確認できましたら、
訓練報告書を作成しましょう（ 20ページ）

ステップ 5



（１）訓練計画の立案

（２）訓練の準備

訓練様式 1-D⚫ 訓練実施日時、訓練場所、参加者を
検討し、該当箇所を記入します

⚫ 避難判断前の準備や避難判断につい
ては、訓練フェーズ①「情報収集・
伝達、防災体制確認訓練」で実施さ
れる内容ですので、概ねの時間を記
載しておきます

⚫ 様式のチェックリストを参考に、
訓練当日に必要な備品等を確認し、
念のため前日などに、不備がないか
確認しておきましょう

⚫ 施設外避難（水平避難）か、施設内
待避（垂直避難）かを検討しておき、
避難場所及び避難経路を整理してお
きます

▼群馬県手引き別冊｢様式4-1｣、｢様式4-2｣

18

5. 計画・準備・実施・検証D

－ ②避難誘導訓練 〈D：災害図上訓練（DIG）型〉 －

⚫ 模擬訓練の実施有無を確認します
⚫ 災害図上訓練だけでなく、模擬訓練

を実施する場合には、車両や車椅子
などの準備が必要です
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（３）訓練の実施

⚫ 左ページで検討した訓練計画書に基づいて、訓練を実施します
下記の流れをイメージして取り組んでみてください

避難先・経路の確認

誘導の順番を確認

誘導担当者等の確認

図上で移動訓練

… 施設の避難方針として、
避難先や経路を確認

… どの利用者から避難誘導をするのか、
利用者の状況に応じて検討

… 誘導担当職員や
車両･車椅子の使用を確認

… 図上で駒などを移動し、
避難イメージを確認

仮想利用者(職員)の模擬訓練

訓練様式 2-D
（４）訓練結果の確認

⚫ 訓練が終わりましたら、
様式のチェックリストに基づき、
訓練結果の確認をします

⚫ ｢課題あり｣と判断される項目は､
計画の見直しや訓練での再確認が
求められます
施設で今後の方針を確認･検討し、
記入しておきましょう

・各検証事項について、
｢問題なし｣または｢課題あり｣を
判断し記入しましょう

・訓練時に感じたことを、
｢(所感)欄｣に記入しましょう

訓練結果が確認できましたら、
訓練報告書を作成しましょう（ 20ページ）

ステップ 5

https://4.bp.blogspot.com/-toaP1vMGZAM/UNbkIddJNqI/AAAAAAAAJTk/MeuaawYOaLw/s1600/mark_question.png
https://4.bp.blogspot.com/-toaP1vMGZAM/UNbkIddJNqI/AAAAAAAAJTk/MeuaawYOaLw/s1600/mark_question.png
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6. 避難訓練 報告

避難確保計画に基づいて、
毎年避難訓練を実施しましょう！

｢訓練報告書｣を作成しましょう！

⚫ 避難訓練が終わりましたら、訓練様式３等を活用し、
｢訓練報告書｣を作成してください。
作成した ｢訓練報告書｣ は、
市町村の防災部署等に提出してください。

⚫ ｢訓練計画書｣ や ｢検証ﾁｪｯｸﾘｽﾄ｣ も
合わせて提出すると、
市町村も訓練の内容を詳しく
確認できますので、
可能な範囲で提出してください。

⚫ 避難訓練は、計画どおりに動けるかを確認することのほか、
検証による計画の更新に繋げることも重要な観点です。
職員や利用者の増減や体制の変化に合わせて、
計画を見直す機会を作るためにも、
毎年１回は、訓練で確認してください。

⚫ 利用者の円滑な移動のためのﾉｳﾊｳ習得や
発展的な訓練内容の検討については、
市町村や消防、学識経験者、群馬県等の
専門家の力を借りることも必要かと考えます。
積極的に相談し、より良い訓練を計画・実践してください。
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本書の様式はあくまでも参考ですので、
市町村の所定の様式がある場合には、市町村の様式で報告書を作成しましょう

訓練様式 3

▲施設所在地の
市町村長

▼報告者（施設情報）

▼施設情報

▲担当者（連絡窓口等）情報

訓練内容
（訓練計画）

▲
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